
うと

通

法

交
通
法
(
海
上
交
通
・
航
空
交
通
は
除
く
〉

学
界
で
は
、
今
年
度
の
成
果
の
一
つ
に
、
交
通

事
故
紛
争
処
理
セ
ン
タ
ー
編
『
交
通
事
故
賠
償

の
法
理
と
紛
争
処
理
』
(
ぎ
ょ
う
せ
い
、
以
下

司
法
理
と
紛
争
処
理
』
と
す
る
〉
、
『
交
通
事
故

賠
償
重
要
判
例
の
解
説
L

と
い
う
二
巻
の
創

立
二

O
周
年
記
念
論
文
集
が
あ
る
。
保
険
関
係

で
は
、
田
中
誠
二
監
修
司
損
害
保
険
の
法
律
問

題
』
金
判
九
三
三
増
刊
(
経
済
法
令
研
究
会
、

以
下
『
金
判
九
三
三
』
と
す
る
〉
、
創
立
六

O

周
年
を
記
念
し
、
香
川
嵩
編
『
損
害
保
険
論

集
』
(
損
害
保
険
事
業
総
合
研
究
所
、
以
下

司
損
害
保
険
論
集
』
と
す
る
)
が
公
刊
さ
れ
た
。

日
本
交
通
法
学
会

本
年
度
の
総
会
は
平
成
六
年
五
月
二
八
日
に

日
弁
連
で
開
催
さ
れ
た
。
平
尾
牧
「
A
T
車
の

暴
走
事
故
に
つ
い
て
」
は
、
人
間
の
「
刺
激

ハ
S
)
に
対
す
る
反
射
的
反
応

(
R
ど
に
適
合

的
な
操
縦
法
を
教
育
訓
練
に
反
映
さ
せ
る
こ
と

を
提
案
し
た
。
松
冨
泰
生
「
放
置
自
転
車
法
に

つ
い
て
」
は
、
放
置
自
転
車
の
実
態
と
弊
害
、

現
行
の
対
策
方
法
お
よ
び
法
的
問
題
に
触
れ
た

上
で
、
改
正
自
転
車
法
の
概
要
を
報
告
し
た
。

こ
れ
と
関
連
し
、
徳
本
伸
一
「
放
置
自
転
車
に

関
す
る
法
的
問
題
点
」
(
金
沢
三
六
・
一
日
二
〉

は
、
大
量
の
放
置
自
転
車
の
撤
去
処
分
に
つ
き

民
法
上
根
拠
づ
け
が
困
難
と
指
摘
す
る
。
さ
ら

に
、
権
木
緑
司
「
自
転
車
交
通
の
整
理
及
び
事

故
防
止
上
の
諸
問
題
」
は
、
自
転
車
の
事
故
状

況
と
防
止
対
策
、
被
害
者
救
済
・
補
償
制
度
の

確
立
等
に
つ
い
て
報
告
し
た
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
「
交
通
事
故
の
裁
判
外
紛

争
処
理
解
決
に
つ
い
て
」
の
テ
l
マ
の
下
、
加

藤
一
郎
「
ア
メ
リ
カ
の
A
D
R
(訴
訟
外
の
紛

争
解
決
方
法
〉
に
つ
い
て
」
、
倉
田
卓
次
「
交

通
事
故
紛
争
の
仲
裁
に
よ
る
処
理
に
つ
い
て
」
、

高
野
真
人
「
(
財
)
日
弁
連
交
通
事
故
相
談
セ

ン
タ
}
の
示
談
斡
旋
・
審
査
業
務
の
実
情
と
問

一
九
九
四
年

岡
本

友
子

題
点
」
、
松
代
隆
「
(
財
)
交
通
事
故
紛
争
処
理

セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
」
の
各
報
告
が
な
さ
れ

た
当
学
会
に
は
人
身
賠
償
補
償
研
究
会
が
設
け

ら
れ
て
い
る
。
平
成
五
年
一
二
月
一
七
日
に
、

南
敏
文
H
大
工
強
H
湯
川
浩
田
「
平
成
五
年
度

に
お
け
る
東
京
地
方
裁
判
所
民
事
二
七
部
の
裁

判
例
の
動
向
」
が
報
告
さ
れ
た
(
判
タ
八
四

二
)
。
法
人
役
員
の
休
業
損
害
お
よ
び
逸
失
利

益
の
算
定
、
企
業
損
害
に
つ
い
て
も
検
討
さ
れ

た
。
一
部
重
複
す
る
が
、
南
敏
文
「
最
近
に
お

け
る
東
京
地
裁
交
通
部
の
事
件
の
概
況
L

(

民

事
法
情
報
九
二
)
も
あ
る
。
平
成
六
年
四
月
一

五
日
に
段
匡
「
中
国
に
お
け
る
交
通
事
故
の
損

害
賠
償
」
(
判
タ
八
四
三
〉
、
七
月
一
五
日
に
阿

部
満
「
川
崎
公
害
訴
訟
に
お
け
る
共
同
不
法
行

為
論
」
の
各
報
告
が
な
さ
れ
た
。
前
者
は
事
故

発
生
地
の
経
済
水
準
で
被
扶
養
者
へ
の
損
失
を

算
定
し
、
事
故
の
九
O
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
が
公

安
機
関
の
調
停
で
解
決
さ
れ
る
等
の
中
国
交
通

事
故
賠
償
の
特
質
を
示
し
、
後
者
は
横
浜
地
川

崎
支
判
平
成
六
年
一
月
二
五
日
(
判
時
一
四
八

一
)
を
素
材
に
大
気
汚
染
公
害
の
共
同
不
法
行

為
論
を
考
察
し
た
。
一

O
月
七
日
に
、
横
田
裕

美
「
搭
乗
者
傷
害
保
険
と
損
害
賠
償
額
の
算

定
」
が
報
告
さ
れ
た
。
本
年
は
こ
の
問
題
に
関

す
る
論
稿
は
豊
富
で
、
小
賀
野
日
間
一
「
搭
乗
者

傷
害
保
険
と
損
害
賠
償
額
」
(
金
判
九
三
三
〉
、

金
浮
理
「
搭
乗
者
傷
害
保
険
金
と
損
害
賠
償
」

令
損
害
保
険
論
集
』
所
収
可
洲
崎
博
史
「
定

額
保
険
と
損
益
相
殺
」
(
龍
回
節
H
森
本
滋
編

『
商
法
・
経
済
法
の
諸
問
題
』
商
事
法
務
研
究

会
所
収
)
、
吉
成
昌
之
「
搭
乗
者
傷
害
保
険
金

給
付
と
損
害
賠
償
額
の
減
額
の
可
否
」
(
『
法
理

と
紛
争
処
理
』
所
収
)
が
見
ら
れ
る
。
小
賀

野
・
吉
成
両
論
文
は
慰
謝
料
で
観
的
し
、
金
浮

論
文
は
調
整
困
難
と
し
新
自
動
車
保
険
シ
ス
テ

ム
を
再
提
案
す
る
。
洲
時
論
文
は
現
行
解
釈
論

で
控
除
を
試
み
る
。

人
身
賠
償
補
償
研
究
会
に
は
因
果
関
係
都
会

も
あ
り
、
平
成
五
年
一
一
月
一

O
日
に
一
段
村
和

夫
H
山
内
春
夫
「
高
血
圧
の
既
往
症
を
有
す
る

被
害
者
の
損
害
算
定
」
が
報
告
さ
れ
た
(
判
タ

八
四
九
Y

こ
れ
は
、
医
学
的
因
果
関
係
お
よ

び
法
的
因
果
関
係
の
観
点
か
ら
名
古
屋
地
判
平

成
四
年
七
月
二
九
日
を
批
評
す
る
。
平
成
六
年

三
月
九
日
に
、
「
割
合
的
解
決
の
定
着
L

の
テ

ー
マ
の
下
、
伝
統
的
因
果
関
係
と
割
合
的
因
果

関
係
と
の
比
較
検
討
を
行
う
報
告
が
な
さ
れ

た
。
野
村
好
弘
「
問
題
の
所
在
」
、
渡
辺
富
雄
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「
寄
与
度
の
考
え
方
」
、
小
賀
野
品
一
「
割
合
的

因
果
関
係
論
L

が
そ
れ
で
あ
る
(
判
タ
八
四

七
三
な
お
、
小
賀
野
晶
一
「
割
合
的
因
果
関

係
論
の
基
礎
的
考
察
L

(

司
法
理
と
紛
争
処
理
』

所
収
〉
が
あ
る
。
六
月
一
七
日
に
、
藤
村
和
夫

寸
住
宅
火
災
保
険
災
害
保
障
特
約
に
お
け
る
死

亡
と
火
災
と
の
因
果
関
係
L

、
山
内
春
夫
寸
火

災
避
難
時
の
損
傷
に
基
づ
く
圧
挫
症
候
群
に
よ

る
死
亡
の
可
能
性
」
が
報
告
さ
れ
た
。

日
本
賠
償
医
学
会

第
二
三
回
研
究
会
は
平
成
五
年
二
一
月
四
日

広
島
で
開
催
さ
れ
、
小
嶋
亨
「
自
殺
の
判
定
し
、

渡
辺
富
雄
「
交
通
事
故
被
害
者
の
自
殺
に
対
す

る
判
例
理
論
の
推
移
と
事
故
の
寄
与
度
」
、
手

嶋
豊
「
交
通
事
故
被
害
者
の
自
殺
に
関
す
る
法

的
課
題
」
、
塚
田
敬
義
「
医
療
水
準
と
期
待
権
」

の
各
報
告
が
な
さ
れ
た
。
こ
の
自
殺
を
中
心
と

す
る
報
告
に
つ
い
て
は
、
最
高
裁
が
九
月
九
日

に
事
故
と
被
害
者
の
自
殺
と
の
聞
に
相
当
因
果

関
係
を
認
め
る
判
決
を
下
し
て
お
り
(
判
時
一

四
七
七
)
、
時
宜
を
得
た
も
の
で
あ
る
。
第
二

四
回
研
究
会
は
平
成
六
年
六
月
四
日
明
治
大
学

で
開
催
さ
れ
、
小
島
武
司
「
紛
争
解
決
制
度
の

新
展
開
と
賠
償
科
学
L

、
濃
沼
信
夫
「
医
療
費

を
め
ぐ
る
諸
問
題
|
|
医
の
立
場
か
ら
L

、
江

口
保
夫
「
医
療
費
を
め
ぐ
る
諸
問
題
|
|
法
の

立
場
か
ら
L

、
段
匡
「
中
国
の
損
害
賠
償
に
お

け
る
因
果
関
係
」
の
各
報
告
が
な
さ
れ
た
。

単
行
本
・
論
文
等

加
茂
隆
康
『
交
通
事
故
賠
償
L

(

中
央
公
論

社
〉
は
、
新
書
版
な
が
ら
中
身
は
濃
く
、
実
務

家
と
し
て
経
験
豊
富
な
著
者
が
交
通
事
故
の
賠

償
問
題
に
ス
ポ
ッ
ト
を
あ
て
、
過
剰
診
療
や
鞭

討
ち
症
の
実
態
、
外
国
人
被
害
者
へ
の
補
償
等

の
今
日
的
な
問
題
を
取
り
上
げ
つ
つ
、
紛
争
に

至
る
要
因
を
分
析
し
被
害
者
救
済
へ
の
よ
り
よ

い
指
針
を
探
ろ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
格
好

の
入
門
書
と
な
ろ
う
。

1

責
任
論

運
行
供
用
者
責
任
に
つ
き
、
石
外
克
喜
「
運

行
供
用
者
の
認
定
基
準
(
元
請
・
下
請
)
」
、
川

井
健
「
運
行
の
範
囲
」
、
藤
村
和
夫
「
共
同
運

行
供
用
者
L

、
星
野
茂
「
自
動
車
損
害
賠
償
保

障
法
三
条
た
だ
し
書
に
よ
る
免
責
に
つ
い
て
」

(
以
上
『
法
理
と
紛
争
処
理
』
所
収
〉
が
あ
る
。

石
田
満
「
運
転
代
行
業
者
の
運
行
供
用
者
責
任

と
許
諾
被
保
険
者
性
」
(
損
保
五
五
・
三
)
、
伊

藤
文
夫
「
運
転
代
行
業
者
と
運
行
供
用
者
責

任
」
(
金
判
九
三
三
)
は
、
依
頼
者
た
る
顧
客

の
自
賠
法
上
の
他
人
性
に
関
し
、
前
者
は
肯
定

し
後
者
は
特
段
の
事
由
が
な
い
限
り
否
定
す

る。
駐
車
車
両
の
責
任
に
つ
い
て
は
昨
年
同
様
論

稿
が
多
い
。
野
村
泰
弘
「
駐
停
車
自
動
車
の
民

事
責
任
L

(

徳
山
大
学
論
叢
三
九
)
、
同
「
駐
停

車
自
動
車
に
対
す
る
追
突
と
過
失
相
殺
L

(

同

四
O
)
は
駐
停
車
と
追
突
車
と
の
責
任
関
係
を

論
じ
、
尾
島
茂
樹
「
『
違
法
駐
車
車
両
に
起
因

す
る
交
通
事
故
の
民
事
責
任
』
補
論
」
(
椙
山

女
学
院
大
学
研
究
論
集
二
五
)
は
違
法
駐
車
を

さ
せ
な
い
動
機
付
け
の
一
つ
と
し
て
不
法
行
為

責
任
を
用
い
る
こ
と
を
論
じ
、
川
口
雄
市
「
駐

車
違
反
の
責
任
L

令
法
理
と
紛
争
処
理
』
所

収
〉
も
同
様
の
観
点
か
ら
駐
車
違
反
車
の
責
任

を
厳
し
く
捉
え
る
。
乙
部
哲
朗
「
違
法
駐
車
等

防
止
条
例
の
検
討
し
、
同
寸
違
法
駐
車
等
防
止

条
例
の
制
定
と
そ
の
内
容
(
資
料
ど
(
以
上
神

院
二
四
・
一
〉
は
違
法
駐
車
の
行
政
上
の
規
制

を
考
察
す
る
。

原
因
競
合
の
問
題
で
は
、
本
国
純
一
「
交
通

事
故
と
共
同
不
法
行
為
L

、
稲
垣
喬
「
交
通
事

故
と
医
療
過
誤
」
(
以
上
司
法
理
と
紛
争
処
理
』

所
収
)
が
あ
る
。

2

損
害
論

賠
償
範
囲
に
関
し
、
瀬
川
信
久
「
交
通
事
故

の
被
害
者
が
そ
の
後
水
死
し
た
場
合
、
逸
失
利

益
の
賠
償
は
死
亡
時
ま
で
に
限
ら
れ
る
か
」

(
判
タ
八
二
四
)
、
大
塚
直
「
後
遺
症
確
定
後
に

死
亡
し
た
被
害
者
の
逸
失
利
益
」
(
判
タ
八
二

五
)
が
あ
る
。
前
者
は
東
京
高
判
平
成
四
年
一

一
月
一
一
六
日
(
判
時
一
四
三
九
)
の
批
評
で
あ

り
、
後
者
は
原
審
を
契
機
と
す
る
研
究
で
あ

る。
賠
償
額
の
算
定
に
つ
き
、
鷹
取
重
信
「
逸
失

利
益
の
算
定
に
お
け
る
東
京
地
裁
方
式
と
大
阪

地
裁
方
式
」
は
年
少
者
は
前
者
で
有
職
者
は
後
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者
で
統
一
す
る
ご
と
を
提
案
し
、
佐
川
房
子
ほ

か
「
交
通
事
故
損
害
賠
償
に
お
け
る
男
女
間
格

差
」
は
男
女
平
等
の
理
念
に
従
い
検
討
す
る

(
以
上
『
法
理
と
紛
争
処
理
』
所
収
)
。
二
木
雄

策
「
逸
失
利
益
は
正
し
く
計
算
さ
れ
て
い
る

か
」
(
ジ
ユ
リ
一

O
三
九
)
は
、
経
済
学
的
視

点
か
ら
逸
失
利
益
の
男
女
格
差
問
題
に
つ
き
賃

金
セ
ン
サ
ス
の
平
均
給
与
を
基
に
算
定
す
る
意

味
と
そ
の
誤
り
を
指
摘
す
る
。

外
国
人
に
対
す
る
賠
償
問
題
に
つ
き
、
北
河

隆
之
「
外
国
人
の
損
害
賠
償
額
の
算
定
」
(
金

判
九
三
三
〉
、
加
藤
一
郎
「
外
国
人
の
人
身
被

害
に
対
す
る
損
害
賠
償
額
の
算
定

L
q法
理
と

紛
争
処
理
L

所
収
)
、
倉
田
卓
次
「
不
法
就
労

外
国
人
と
人
身
損
害
の
諸
問
題
(
講
演
)

L

(

判

タ
八
四
四
)
が
あ
る
。
日
本
人
並
に
す
る
の
は

困
難
と
す
る
見
解
が
多
い
。

そ
の
他
、
佐
々
木
猛
也
「
後
遺
障
害
の
有
無

と
程
度
に
関
す
る
認
定
」
、
今
泉
純
一
「
後
遺

障
害
の
逸
失
利
益
(
牌
臓
や
腎
臓
の
摘
出
)
」
、

松
代
隆
「
植
物
人
間
の
損
害
の
算
定
」
、
長
谷

川
朝
光
「
年
金
の
逸
失
利
益
」
、
吉
岡
進
「
損

害
賠
償
額
の
算
定
(
精
神
障
害
者
の
場
合
〉
」
、

辻
本
公
一
寸
ホ

1
ム
レ
ス
」
、
菅
原
勝
伴
「
評

価
損
L

〈
以
上
『
法
理
と
紛
争
処
理
』
所
収
)

が
あ
る
。
小
賀
野
晶
一
「
醜
状
障
害
の
損
害
算

定
L

(

判
タ
八
三
五
)
は
、
被
害
者
の
生
活
再

建
と
い
う
視
点
を
重
視
し
生
活
能
力
喪
失
説
を

提
唱
す
る
。
ま
た
、
回
中
淳
子
「
事
実
婚
法
理

の
展
望
一
」
ハ
愛
知
学
院
大
学
大
学
院
法
研
会
論

集
一
一
・
一
)
は
、
重
婚
的
内
縁
配
偶
者
の
賠

償
請
求
の
可
否
に
つ
き
検
討
す
る
。

賠
償
額
の
調
整
に
関
し
、
松
原
哲
「
明
治
・

大
正
期
に
お
け
る
過
失
相
殺
論
凶
」
(
高
岡

五
・
一

H
二
)
は
、
わ
が
国
の
過
失
相
殺
理
論

を
史
的
に
検
討
す
る
も
の
で
あ
る
。
ほ
か
に
、

船
辺
治
朗
「
自
転
車
の
過
失
相
殺
し
、
北
河
隆

之
「
高
速
道
路
上
の
事
故
に
お
け
る
過
失
相

殺
」
、
前
川
渡
「
シ

i
卜
ベ
ル
ト
・
ヘ
ル
メ
ッ

ト
に
つ
い
て
の
過
失
相
殺
」
、
渡
遁
呉
一
寸
視

覚
障
害
者
(
全
盲
者
〉
の
過
失
相
殺
率
L

、
本

田
兆
司
「
好
意
同
乗
に
関
す
る
広
島
地
裁
判
決

の
損
害
額
減
額
事
案
の
考
察
L

(

以
上
『
法
理

と
紛
争
処
理
』
所
収
)
が
あ
る
。
羽
成
守
「
遺

族
年
金
と
損
害
賠
償
額
」
(
金
判
九
三
三
)
、
森

茂
雄
H
加
藤
厚
寸
各
種
年
金
と
損
益
相
殺
の
実

務
L

(

司
法
理
と
紛
争
処
理
』
所
収
)
は
重
複
填

補
の
問
題
を
扱
う
。

3

保

険

自
動
車
保
険
に
つ
き
、
金
判
九
三
三
に
は
、

大
羽
宏
一
「
自
動
車
保
険
の
基
本
的
構
造
L

、

稲
葉
威
雄
「
保
険
契
約
者
に
対
す
る
保
険
者
の

説
明
義
務
L

、
塩
崎
勤
「
自
動
車
保
険
に
お
け

る
『
配
偶
者

E
、
山
野
嘉
問
「
保
険
者
に
対
す

る
直
接
請
求
」
、
神
田
洋
司
「
自
賠
責
保
険
査

定
の
拘
束
力
L

が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、

武
田
昌
之
「
自
動
車
損
害
賠
償
責
任
保
険
契
約

(
強
制
お
よ
び
任
意
)
に
お
け
る
直
接
請
求
と

因
果
関
係
」
(
『
損
害
保
険
論
集
L

所
収
〉
は
、

民
事
交
通
事
故
訴
訟
と
自
動
車
責
任
保
険
と
の

関
係
に
つ
き
再
考
を
促
す
も
の
で
あ
る
。
弥
永

真
生
寸
故
意
に
よ
る
事
故
招
致
免
責
条
項
に
関

す
る
一
考
察
し
(
損
保
五
六
・
一
)
は
、
自
家

用
自
動
車
保
険
契
約
に
お
け
る
故
意
に
よ
る
事

故
招
致
免
責
条
項
の
解
釈
に
関
し
、
当
該
原
因

行
為
か
ら
現
実
の
損
害
が
発
生
す
る
高
度
の
蓋

然
性
の
有
無
に
よ
り
保
険
者
の
免
責
の
可
否
を

決
定
す
る
こ
と
を
主
張
す
る
。

4

外
国
法

芙
・
仏
・
独
お
よ
び
ア
ジ
ア
主
要
国
の
交
通

事
故
賠
償
を
紹
介
す
る
も
の
と
し
て
、
『
法
理

と
紛
争
処
理
L

に
は
、
新
美
育
文
「
イ
ギ
リ
ス

の
慰
謝
料
算
定
指
針
」
、
北
原
宗
律
寸
フ
ラ
ン

ス
の
交
通
事
故
損
害
賠
償
制
度
」
、
土
田
哲
也

「
ド
イ
ツ
の
自
動
車
事
故
に
よ
る
人
身
損
害
の

救
済
制
度
に
つ
い
て
」
、
野
村
好
弘
H
子
敏

「
中
国
に
お
け
る
交
通
事
故
の
損
害
賠
償
法
」
、

徳
本
鎮

u
蘇
恵
卿
「
台
湾
に
お
け
る
自
動
車
交

通
事
故
の
損
害
賠
償
」
、
李
源
H
野
村
好
広

「
斡
国
の
自
動
車
事
故
賠
償
制
度
」
、
ス
ニ

l
・

マ
リ
カ
マ

l
ル
/
野
村
好
弘
訳
「
タ
イ
に
お
け

る
交
通
事
故
の
損
害
賠
償
法
」
、
野
村
好
弘

「
イ
ン
ド
に
お
け
る
自
動
車
事
故
の
損
害
賠
償

法
」
、
同
「
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
損
害
賠
償
法
」

が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
研
究

の
な
か
っ
た
ア
ジ
ア
の
状
況
を
知
る
こ
と
が
で

き
貴
重
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
山
野
嘉
問
寸
フ
ラ

ン
ス
交
通
事
故
法
を
め
ぐ
る
諸
問
題

ω完」

(
愛
学
三
五
・
三
H
四
)
は
、
自
動
車
保
障
基

金
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
竹
潟
修
「
ド
イ
ツ
自

動
車
保
険
に
お
け
る
事
故
発
生
後
の
義
務
と
詐

欺
的
請
求
」
(
立
命
二
三
一

H
二
三
二
〉
は
、

最
近
の
ド
イ
ツ
に
お
け
る
議
論
を
踏
ま
え
つ

つ
、
わ
が
国
自
賠
責
保
険
に
お
け
る
保
険
契
約

者
の
事
故
後
の
義
務
違
反
の
問
題
に
つ
い
て
検

討
す
る
。
5

そ
の
他

室
城
信
之
H
福
田
守
雄
「
道
路
交
通
法
の
一

部
を
改
正
す
る
法
律
に
つ
い
て
同
完
」
(
警
論

四
六
・
一

O
〉
、
同
「
道
路
交
通
法
の
一
部
を

改
正
す
る
法
律
L

(

法
資
一
四
二
)
、
室
域
信
之

「
運
転
免
許
の
有
効
期
間
へ
の
メ
リ
ッ
ト
制
の

導
入
等
」
(
時
法
一
四
七

O
〉
は
、
平
成
五
年

の
改
正
道
路
交
通
法
の
概
要
を
解
説
す
る
。
水

野
正
「
ド
イ
ツ
刑
法
一
四
二
条
と
わ
が
国
の
道

路
交
通
法
七
二
条
の
比
較
法
的
考
察

ω完」

(
日
法
五
九
・
一
)
は
、
ド
イ
ツ
と
の
比
較
に

よ
り
わ
が
国
道
路
交
通
法
七
二
条
の
問
題
点
と

課
題
を
探
る
も
の
で
あ
る
。
第
二
次
交
通
戦
争

に
立
ち
向
か
う
刑
事
政
策
の
現
状
と
問
題
点
に

つ
き
、
「
特
集
/
交
通
犯
罪
L

(

罪
罰
三
一

一
、
ひ
ろ
ば
四
七
・
一
)
、
松
田
章
「
交
通
犯

罪
の
現
状
と
対
策
」
(
研
修
五
四
六
〉
が
あ
る
。

ハ
お
か
も
と
・
と
も
こ

静
岡
大
学
法
経
短
期
大
学
部
助
教
授
)
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